部会活動の呼び掛け
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同窓会会則
第３０条に「部会活動」の規定が設けられています。「会員による自主的な活動組織として」、理事会の承認を得て部会を置くことができるとされています。そして、その活動内容は「本会の目的に反しない限り」制限されないとされています。

○昨年秋から本年３月にかけた、同窓会の設立準備段階における議論が思い起こされます。

国立公衆衛生院や国立医療・病院管理研究所時代に作られた業種別やコース別の同窓会組織があり、その一部は、現在も活発に活動を継続しています。科学院の新たな同窓会の発足に際し、この既存の同窓会組織をどのように取り扱うかが問題とされたのです。この問題は、新たな同窓会の名称をどうするかという問題とともに、設立発起人会の中で検討が続けられました。

○その結果、会則の「部会組織」の規定が盛り込まれることに結実したのでした。新たな同窓会は、衛生院、病管研の修了生や職員も入会資格があることとしています。既存の同窓会組織の中で活発な活動を継続し、着実に成果を挙げてきた方々に、積極的に新同窓会に加わって頂き、その運営に参画して頂くことは、この同窓会の活性化のために重要かつ意義深いものと考えます。

○既報のとおり、先頃、初の部会組織として「看護部会」が設立されました。皆様とともに祝いたいと思います。本ホームページにも「部会コーナー」を新設しましたが、今のところ、看護部会に関する新たな情報は掲載されていません。本会の会員が、このコーナーを覗いて看護部会の活発な活動状況を垣間見ることができ、またそれによって、個々の会員が刺激を受け、触発されて種々の部会誕生となれば幸甚です。関係者のご配意をお願いします。

○さて、看護部会に続く次の部会はないのでしょうか？

科学院の教育研修は、長期、短期の様々な７０以上のコースで行われ、年間４千人を超える修了生が全国各地に戻って行きます。受講者の職種や職域は広範多様であり、短期の研修では同一コースの修了者間でさえ同窓意識は総じて希薄かもしれません。そのため同窓会の会員相互の連帯感はかなり限定的で、横の連携も極めてゆるやかであることが、良くも悪くもこの同窓会の特色でもあるといえます。

　「部会組織」は、いわばその欠点を補い、同窓会全体の活動を活性化させるための一つの重要な要素です。職種別、コース別、年次別或いは地域別に、「部会」の発足に向けた一歩が各地においてスタートすることを期待します。部会設立の申請には、部会の名称、活動の趣旨、構成員についての記述は必須ですが、特定の様式はありません。）

　掲示板へ書き込みを！

○先頃、本ホームページに「掲示板コーナー」が新設されました。今までのところ、この掲示板コーナーの書き込みは１ヶ月余りを経ても数件のみで、会員の皆さまの慎ましさ加減に、管理人は安堵というよりすっかり落胆しています。会員の生の声こそ同窓会の活力源です。同窓会運営に対する注文や、科学院に対する苦言も大いに歓迎します。地域や職場で直面した事例や問題、趣味や嗜好に関わる面白い話、身の回りで起こった小さな出来事など何でも結構です。もっと気軽に掲示板へ書き込んでみて下さい。ＩＤとパスワードは、メールマガジン配信時に付記されております。

○掲示板を活用して、部会の設立を呼び掛けては如何でしょうか。掲示板に「この指とまれ！」と呼び掛けることで、極めて簡単に同好の士を募ることができるかもしれません。
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